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看板が必要！とのことから、

即席で作った「だがしや楽校」

実験中…

昼コース５回目は、今後開く「だがしや楽校」計画づくりの１回目。とはいうも

のの、今回は夏休み明け。いきなりトップギアで講座に入らず、この夏休みを

一人ひとりがどんな過ごし方をしたのかグループトーク。「孫の相手で大変だ

ったのよ～」、「○○に家族旅行に行ったの」などなど、話に花が咲く(写真

①)。中には、「宿題、やってきた？」なんて周りの様子をうかがう声も。そうで

す。この夏休み期間中に、宿題といえるほど義務的ではないが、「時間があっ

たらやってみましょう！」程度のホームワークが出ていた。それが、「自分のま

ちず(まちの地図)づくり」と、「自分みせ(店・見せ)思案」である。

まずは「まちず」紹介から。３名が「まちず」紹介をしたが(写真②)、その地図

が三者三様でおもしろい。荻窪の商店街を隈なく調べて書いたお店マップ、杉

並の「子連れで行けるカフェ＆レストラン」マップ。もう一つは、病気のときにお

世話になった病院など地域と自分との思い出を書いたマップ。

「まちず」紹介の後は、受講生一人ひとりにとっての「杉並ベストワン！」の場

所をポストイットに書き、杉並の地図を描いたホワイトボードに貼っていく。受

講生オリジナルのベストワンマップができた(写真③)。松田先生は、「その地

域に住んでいる人の目線で、まちの良さ・自慢が書かれている地図は、他所

から来た人にとっておもしろいものです。受講のみなさんオリジナルのベスト

ワンマップ、『だがしや楽校』を実施するときにぜひ配布しましょう！また、この

マップを参考にし、どこでやるか次回に決めていきましょう！」と述べる。講座

最後には、各自が「見せたいモノ」をシートに記入し一覧にした(下図)。次回

は、「自分みせ」がより相手とコミュニケ－ションを取りやすい工夫について考

えあう「自分みせ思案」を実施する。今後の展開が楽しみだ。(記事：川上)

↑写真①

写真②→

↓写真③

↓今日のおすそ分け。

群馬県は中之条町の社会教育

担当福田さんが視察に見え、

ご実家のおまんじゅう(外は

お餅、中はあんこ！)と、受講

生である宮崎さんの信州旅行

のお土産りんごのお菓子。
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安島 清子♀ あじさん

①茨城県

②ぐうたら主婦

③介護の経験がありますの

で、話を聞くことぐらいな

らできると思います。声を

かけてくださいね！

伏屋 裕子♀フセちゃ

ん ①岐阜県 ②見かけに

よらずパワフル!! ③旅

好き→行動範囲広い→日

本各地＆世界に友達知り

合い 地元・岐阜好き→岐

阜でﾎ゙ﾗﾝﾃｨｱまちづくりの

ようなものをやっていた

御木 佐世子さん♀

①東京都

②

③●絵手紙 割り箸で描い

たりマーブリングを使った

り楽しんでます。

●読み聞かせ まだ受講

中。ボランティア活動をや

りたい。道のり遠し…。

大岩 高♂ ガンちゃん

①東京都武蔵野市

②60 歳から杉並に軸足を
置き、自転車で走り回って

いる③8,9,10 月に「すぎな
みＧＬ」という団体で「男

性のための実用料理教室」

をセシオンで開催します。

第６回目の今日は、まず前々回に書いた自分の課題を考えるシートを整理し

たあと、それぞれのテーマに別れて、同じテーマのグループの中で問題意識を

共有し、話し合うことを行った。

「テーマが同じ」と言ったが、同じグループになってみると視点が違うものもあ

る。たとえば、「食」というテーマでも、農業を視点においている人と、食育を考

える人。ただ、話し合い後の各グループの発表時に、「農業を身近に体験する

こと、そこから食育につなげて行くことも可能」とあったように、課題は繋がって

いることを確認できた。高齢者のグループも、「健常高齢者のネットワーク作り

が重要。そういう意味では、世代間交流グループの問題点と同じ」。また「地域

のつながりには情報は不可欠」「子供が核になる世代間交流が大事」などと、

「つながり」と「情報活用」はすべてを繋ぐキーワードであると感じた。

最後は、「やりたいこと宣言！」。９～１０月に向けて、または近い将来やって

みたいことを皆の前で宣言しちゃおうというコーナー。この回が終わると、講座

は１ヶ月お休みになる。その前に自分の想いを確立しておくため、それを休み

中に進展しておくため、さらになんと言っても、自らで宣言してやらざるを得なく

しちゃおうという、広石さんの意地悪な親心からである。そんな思惑を知ってか

知らずか、みんな画用紙に書いた自分の目標を生き生き＋堂々と宣言。それ

ぞれの宣言は想いと人となりが表れて、第１フェーズを締めるにふさわしい、楽

しく意味のある時間となった。9 月まで忘れずに！！（記事：湊）

大人塾に参加中の…イカした！大人たちに聞きました！

① 出身 ②自分にキャッチコピーをつけたら？ ③ 自分のつながりＰＲ

◆すぎなみ大人″熟″してる？の発行にあたって◆

この新聞は事務局スタッフ川上・湊の独断と偏見と多少の事実に基づき作成しております。
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一人ずつやりたいこと宣言！ こころざしは高く！


